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第１９回関川流域委員会



「関川・保倉川治水対策検討部会」（以下、「検討部会」という）は、関川流域委員会の規約に基づき、関川水系河川整備計画（H21.3策
定）の再点検にあたり意見を述べる専門部会として平成２７年５月に設置され、関川・保倉川の治水対策に対する調査、設計内容や具体的な対
応策について、科学的・技術的・経済的な妥当性や設計内容等が住民の懸念・要望に応えるものか確認等を行い、これまでに4回開催しました。
検討部会でのこれまでの議論を踏まえ、目標とする洪水流量に対する治水対策案としては、「放水路案」が科学的・技術的・経済的に妥当で

あり、また、住民の懸念等の観点となる「安全度」「地域への影響」等を総合的に評価すると、他案と比較して優位であることが確認されまし
た。

関川・保倉川治水対策検討部会の検討結果
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第４回検討部会状況

遊水地案、放水路案の治水効果について確認。
放水路案が科学的・技術的・経済的に妥当であり、また、住民の懸念等の
観点となる「安全度」「地域への影響」等を総合的に評価すると、他案と
比較して優位であることを確認。

第2回検討部会で継続検討とされた5案と「遊水地＋田んぼダム」案につい
て確認。
引堤案、河道掘削案、田んぼダム案、「遊水地＋田んぼダム」案は治水対
策案から棄却。
遊水地案、放水路案は継続検討。

第１回検討部会と現地調査結果に基づき治水対策案7案について確認。
ダム案と堤防嵩上げ案は治水対策案から棄却。
引堤案、河道掘削案、遊水地案、放水路案、田んぼダム案は継続検討。

関川・保倉川の改修経緯について確認。
河川整備計画に関する治水対策検討経過について確認。

治水対策の現状
（現計画案）

関川・保倉川
の改修経緯

治水対策案
の確認

治水対策案
の確認

最適な治水
対策案の確認

関川・保倉川の治水対策に対する調査、設計内容や具体的な対応策を確認
する基礎調査として、ヘリコプター並びに車による現場調査を実施。

現地調査

関川・保倉川治水対策の現状について確認。

第1回検討部会（平成27年5月27日）

第2回検討部会（平成27年12月17日）

第3回検討部会（平成28年11月25日）

第4回検討部会（平成29年5月30日）

現地調査（平成27年8月5日）

■ダム案
⇒地すべり防止区域の範囲が多く、ダムサイトの適地が少な
い等、技術的な面から棄却。

■堤防嵩上げ案
⇒低平地でH.W.Lを上げることの怖さがあるため棄却。

■引堤案・河道掘削案
⇒関川本川に影響を与えるため棄却。
■田んぼダム案
⇒能動的管理ができず、効果に対する確実性などに課題があ
るため棄却。

■「遊水地＋田んぼダム」案
⇒田んぼダム案は河川整備の効果に見込めることが難しいた
め、遊水地案との複合案としては棄却。

■遊水地案は優良農地への影響が大きく、湛水した水を排水す
る時間を要し危険性が長くなる。
■放水路案は洪水が短時間に流れ、河川の水位が上がりにくい
状態となる。河川水位のピークは同じでも高い水位が継続する
時間が短い。放水路案が妥当。


